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沖縄本島 に お け る Oligonychus coffeαe (マン ゴーハ ダニ) の 存在

は じ め に

最近， 沖縄県病害虫防除所の ハ ウ ス (那覇市首里崎山

町) でマ ン ゴーの葉の表側 に 寄生 ・ 加害す る 赤色の ハ ダ

ニ が 見 い だ さ れ， 0/忽onychus sp. と し て 速 報 さ れ た

(仲宗根 ら ， 1996) 。 こ の た び， 筆者 ら は本ノ 、 タゃニ を精査

の結果， こ れ は， 海外の熱帯お よ び亜熱帯 に 広 く 分布す
る Oligonych附 coffeae (NIETNER) であ る と 同定 し た 。

実 は本種 に つ い て は， 既 に GUPTA ( 1985) ， CORPUZ.RAROS 
( 1989) ， B."KER and TUTTLE ( 1994) が 日 本 を分布範囲 に入
れて い る 。 し か し な が ら ， 彼 ら の根拠 と な る 日 本産標本
の採集 データ は， 彼 ら の論文 (著書) に は一切記述されて
お ら ず， かつ従来 は 日 本国 内 での採集事例 も な か っ た と
こ ろ か ら ， 江原 (1993) ， 江原 ・ 真梶 (1996) に お け る 日 本

産ハ ダニ科の種 リ ス ト か ら O. coffeae は 除外 し で あ る 。

Oligonychus co.酔ae は， 海外分布 が 広 汎 で あ る だ け
で は な く ， 海外で は チ ャ ， コ ー ヒ ーな どの重要作物 を含
む多 く の寄主植物 を 持 ち ， そ れ ら の被害が大 き い場合 も
少な く な い。 し た が っ て ， 日 本で も 今後， 本種 は農業上
で要注意のハ ダニ の一つ で あ る こ と は 間違い な い。

そ こ で本稿 で は ， こ の ハ ダ ニ の 形 態， 分布， 寄主植
物， 生態な ど に つ い て 紹介 し ， 関係 の方々 の ご参考 に供
し た い。

I 形 態 な ど

学名 0/;忽onychus coffeae (NI訂NER)
英名 Tea red spider mite， Red tea mite 

和名 マ ン ゴーハ ダニ (新称)
所属 ハ ダニ上科ハ ダニ 科
雌 (図ー1 A�B， D， 図 2 A�B， 図 3) : 前胴体部 は

鮮紅色 で， 後体部 は 濃 赤色 で あ る 。 胴背毛 は 13 対， 側
旺毛 は 1 対 あ る ( こ の 属 の 種 に 共通) 。 胴背毛 は， す ぐ

後 ろ の胴背毛の起点 を超 え る 長さがあ る 。 各胴背毛の起
点 に は隆起 は な い。 背 中 後体毛第 4対 と 背側後体毛第 4

The Occurrence of O/igonychus co.励。e (NIETNER) (Acari ， 
Tetranychidae) in Okinawa Island. By Shôzô EHARA. Te. 
tsuo GOTOH and Masaaki NAGAMINE 

( キ ー ワ ー ド : マ ン ゴ ー ハ ダニ ， マ ン ゴ ー， 沖縄本島， 熱帯， 亜
熱帯， 新害虫)
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対の長さ は似て い る 。 背 中 後体毛第 1 対の 間 お よ び第 2

対の聞では皮膚条線 は横走す る 。 し か し ， 皮膚条線 は 背
中後体毛 の第 3 対間で は概 し て 不規則 に 走 り ， 第 4対間
で は お お む ね横走 し て い る か， 多 少不規則 に 走 る 。 周気
管 は幅狭 心 端末 で は や や ふ く れ る 。 生殖 口蓋上の皮膚条

線は横走 し， 生殖口蓋 の す ぐ 前の領域 の 条線 は縦走す る 。

触肢末端の 出 糸突起 は長さ と 幅が ほ ぼ同長。 脚 の各環
節 に 生 え る 通常毛 と ソ レ ニ ジ オ ン ( か っ こ 内 ) の 数 を 第

I 脚→第IV脚の順に書 く と ， 腿節 8-6-2-1 ， 膝節 5-5-2-
2， 股 節 7 ( 1 ) 一5-5-5， 耐 節 11 ( 1 )  +2 dupl .-12 ( 1 )  + 1  
dupl. -8 ( 1 ) -8 ( 1 ) 。 第 I 脚 の 附節 は 二重 毛 よ り も 基方

に 3 本 の通常毛 と 1 本 の ソ レ ニ ジ オ ン を持つ。 ま た 第 I

図 - 1 マ ン ゴ ーハ ダニ (沖縄産， 原図)
A : ♀ の背面， B : ♀ の触肢 の 末端部， C : ♂ の 触肢
の末端部 (右に他の 出糸突起 を 示 す ) ， D : ♀ の 周 気

管， E ，  F : 挿入器
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図 - 2 マ ン ゴー ハ ダニ の脚の鮒節 と 腔節 (台湾産， EHAHA， 1969 よ り 一部修正)
A : ♀ の第 I 脚， B : ♀ の第 II 胸1， C : ♂ の第 I 脚， D : ♂ の第 II 脚

脚の二重毛の腹側 に 1 本 の通常毛が生 え て い る 。 爪間爪
は繊細 な腹毛 を放射状 に 派 出 す る 。

体長 ( 口吻を含む) は 429 μm 内外， 体幅は 290 μm 内外。

雄 ( 図 1 C， E， F， 図-2 C�D) : 挿入 器 の 後部 は ほ

ぼ直角 に腹方 に 曲 が り ， そ の端末 は か す か な が ら 拡張 し
て終わ る 。 触肢末端の 出糸突起 は長 さ が幅 に勝 る か， ま
た は ほ ぼ同 じ 。 脚の各環節の通常毛 と ソ レ ニ ジ オ ン (か
っ こ 内) の 数 : 腿 節 8-6-2-1 ， 膝 節 5-5-2-2， 腔 節 7
( 4 ) ー5-5-5， 附 節 目 ( 3 ) + 2 dupI .  - 1 2  ( 1 ) + 1 dupI . -8  
( 1 ) -8  ( 1 ) 。 第 I 脚附節 は二重毛の後 ろ に 3 本の通常毛
と 3 本の ソ レ ニ ジ オ ン を備 え る 。

体長 ( 口吻を含む) は 390 μm 内外， 体隔 は 206 μm 内外。

調査標本 : 25 平 平 & 19 ♂ ♂ ， 沖縄県那覇市首里崎山

町， 沖縄県病害虫 防除所 の ハ ウ ス の マ ン ゴ ー か ら 1996
年 5 月 14 日 採集 (採集者， 長嶺将昭) 。

ほ か に 台 湾産 (EH AflA ， 1969) ， タ イ 産 (EHAHA and 
WONGSIR I ，  1975) ， 西 マ レ ー シ ア 産 (EIIARA and THU， 

1988) な ど の標本 も 検 し得た。

備考 : 本種の近縁種 と し て ， や は り 熱帯 に 広 く 分布す
る Oligonychus mangiferus (RAHMAN et SAPHA) ( マ ン ゴー
を含む寄主植物多数) が あ る 。 O. mang俳rus で は ， 雌
第 I 脚耐節 は二重毛の後 ろ に 4 本の通常毛 と 1 本の ソ レ
ニ ジ オ ン を 持 ち ， か つ 挿 入 器 の 腹 方 へ の 曲 が り が O.

coがae よ り も 強 い。 も っ と も ， 雌第 I 脚附節が二重 毛
の 後 ろ に 3 本 の 通常 毛 を 持 つ こ と が特徴 の 一 つ で あ る

co励。e に お い て も ， こ の 部位の通常毛が， 片 方 の 第 I

附節で は 3 本， 他方の第 I 附節 に は 4 本 あ る 雌が ま れ に

い る と い う (MEYER， 1987) 。

日 本 産 の 種 の 中 で は， チ ピ コ プ ハ ダ ニ ( 0. ilicis 

(MCGREGOll ) ) と の 識別 が大切 で あ ろ う 。 チ ビ コ プ ハ ダ

ニ は ， 各胴背毛 の起点 に 隆起 を持つ こ と ， 第 4 背側後体
毛が第 4 背中後体毛 よ り も 顕著 に短い こ と な ど でマ ン ゴ
ーハ ダニ と 識別 で き る 。 た だ し ， 胴背聞の各隆起 は ミ カ

ンハ ダニ な ど の も の ほ ど顕著で は な く ， プ レ パ ラ ー ト 標

本 に お い て は 時折不明 り よ う に な る の で注意 を 要 す る 。

マ ン ゴ ーハ ダニ の雄の 出 糸突起 は， 同一個体群 に 属 す

る 個体聞で も か な り の変異があ る 。 本種の雄出糸突起の

形態 に つ い て ， 長 さ と 幅が ほ ぽ同長 と 記載 (図示) し て
い る 著者 も あ れ ば (MEYEll ， 1974 ; LO and Ho， 1989) ， 長
さ が 幅 の 約 2 倍 と し て い る 著 者 も あ る (BAKER and 
PRlTCHAHD， 1960 ; TSENG， 1990) 。 筆者の一人 江原 は， 既

に両方の タ イ プの雄出 糸突起 を 図示 し た (EHAHA ， 1969 ; 
EHAHA and WOトlGSIRI ， 1975) 。 も ち ろ ん， 長 さ が幅 よ り や
や長 い中間的な も の も あ る こ と は， い う ま で も な い。 な

お， ハ ダニ科に お い て は ， 雄 の 出 糸突起の形態 に 著 し い
変異の あ る 種 は決 し て 珍 し く な い。
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図 - 3 " ン ゴ ー ハ ダニ の ♀ 成虫， 卵 な ど ({'I'宗綴補則氏撮影)

な お ， BAKEll and TurrLE ( 1 994) は， O. co，併'ae に つ

い て 雌 と 雄 の 触肢 各 l お よ び 挿 入 器 3 但| を 図 示 (p

248) し て い る が， こ れ ら の 図 は， 台湾産 の標本 に 基 づ
く EHARA ( 1 969) の オ リ ジ ナ ルの 図 を転載 し た も の であ

る (転載 し た こ と に は ま っ た く 触れて い な い !) 。

E 分布 ・ 寄主植物

既知分布 は 次 の と お り であ る 。 日 本 (沖縄本島) : 中 匡1，

海南島， 台湾， タ イ ， マ レ ー シ ア ， フ ィ リ ピ ン， イ ン ド ネ シ

ア ， イ ン ド ， ス リ ラ ン カ ， パ ン グ ラ デ ィ シ ュ ， 中東， モ ー リ

シ ャ ス ， レ ユ ニ オ ン 島， ア フ リ カ ， ア メ リ カ ( フ ロ リ ダ) ， 

南米， ハ ワ イ ， フ ィ ジ ー ， オ ー ス ト ラ リ ア ， タ ス マ ニ ア 島。
本種が， NIET:-lER ( 1861 ) に よ っ て Acarus cof!eae と

い う 学名 の も と に セ イ ロ ン 島 (今 日 の ス リ ラ ン カ ) か ら

記載 さ れた と き の模式標本は， コ ー ヒ ー か ら 採集 さ れた

も の であ っ た。 イ ン ド や ス リ ラ ン カ で は， 本種 は， チ ャ

の栽培が始 ま っ た こ ろ か ら の顕著な チ ャ 害虫であ り ， 今

も 同 じ状況 ら し い (GUPTA， 1985) 。

こ の た び， 沖縄本島 で は マ ン ゴ ー か ら 見い だ さ れた の

であ る が， 国外に お け る 本種の寄主植物 は極 め て 多種類

に 上 る 。 チ ャ ， コ ー ヒ ー を は じ め ワ タ ， パ ラ ゴ ム ノ キ ，

カ ン キ ツ類， モ モ ， プ ド ウ ， マ ン ゴ ー， ア ボ カ ド ， グア

ノ T， レ イ シ， ク リ ， サ. ク ロ ， カ シ ュ ー ・ ナ ッ ツ ， オ イ

/レ ・ パ ー ム ， キ ャ ッ サ パ， オ ク ラ ， コ ウ マ ( ツ ナ ソ ) ，

ク ワ の ほ か次の諸属の植物が寄主 と し て 海外で記録 さ れ

て い る 。 Acacia， A lnus， A ηηona， A ntigonon， Al'istolo­

chia， Avice仰nia， Bequal'üodendroη， Bu ty1'oSpel'rnu1n， 
Calliste1no押， Caloced1'lls， Ca押2elliι Cemtoþetallt1n， CÙ1-

namomu抑2， Combrelmn， Corchonts， Cotoneaster， 

Crotalal'ia， Croton， Dictyosþerma， Diosþyro品" Eucalyþ­

tus， Eugenia， EuPhoria， Flemil1gia， Fra.gal'iι Gal'ciniム

Grevillea， Hakea， Hibiscus， Hydηocarþω， Ilex， In­

digoj訟ra， hora， Juniþerus， Lannea， Litsea， Melalellca， 

図 - 4 マ ン ゴー ハ ダニ に よ る マ ン ゴーの被害禁 (仲宗板福則氏線影)

Passifiora， Physa!is， Pithecellobium， Platanus， Plumeria， 

Pometia， Protea， 乃7旬cantha， QUel・cus， QuisCJualis， 

Rhoea， Rhus， R1ÚnUS， RlIbus， S.α mca， Sc印olわopμう匁/，ι Senecio仏3 
Sお01ωαηm仰uln， 丘Syz.砂:yg♂ÙII押n， Tenninalia， Trichilia， Tristania， 

Urena な ど。

皿 生 態 ・ 被 害

チ ャ に お け る 本 種 の 生 態 な ど に つ い て は， イ ン ド

(DA5， 1959， 1960 ; D.�s and D.�s， 1 967 ; BA1\ERJEE， 1 980) や

台湾 (綱， 1964 : 胡 ・ 王， 1965) で か な り 研究 さ れて い

る 。 JE附QN et al .  ( 1 975) に よ れ ば， 本種の生活史の要

点 は 次の よ う で あ る 。 好適発育条件 は温度が 20�300C，

湿度 49�94%R. H であ る 。 こ の条件の も と で の年間世

代数 は最大 22 因。 220Cの も と で の 各 発育 ス テ ー ジ の 経

過 日 数 は， 卵 4�5 日 ， 幼虫 4�5 日 ， 第 l 若虫 4 日 ， 第

2 若虫 2�3 日 ， 全発育期間 (産卵 か ら 成虫 出 現 ま で)

14�15 日 であ る 。 雌 1 頭 は 全生 涯 に 40�50 卵 を産 む。

台湾での研究 で は， 全発育期間 (雌) は 6�9 月 が 8�9
日 で最短， 12�2 月 が 22�31 日 で最長 に な る 。 ま た ，

産卵期 間 は 9�30 日 であ り ， 発育期間 同様， 夏 に短 く 冬

に 長 い。 産 卵 数 は 季 節 や 茶 樹 の 状 態 に 依存 し て ， 22 . 8  

卵 ( 1 月 ) �84 . 2 卵 (1 0 月 ) と 大 き な 変 異 を 示 す。 な

お ， 卵 は 深紅色で， 同属の他種同様， 有柄で あ る 。 ち な

み に ， 本務 に は休眠性の存在 は 知 ら れ て い な い。

イ ン ド の茶樹 に お け る 諸研究か ら ， 年 間 を 通 じ て の本

種の発生動態が明 ら か に さ れ て い る 。 こ の ダニ は ア ッ サ

ム 州 な ど イ ン ド の北 東 部 で は ， 1 年中， 茶樹 に 見 い だ さ

れ る 。 こ こ で は 個 体 数 の 上 昇 は ， 3 月 上旬 に 始 ま り ， 3 

月 下旬�4 月 上句 に は 著 し く 数 が増 え る 。 そ し て 5�6

月 に は大発生 を し て， チ ャ への加害が最 も 激 し い時期 と

な る 。 し か し ， モ ン ス ー ン の 到 来 に よ っ て 活動期の 各発

育 ス テ ー ジ の個体が洗 い 流 さ れ， あ る い は殺 さ れ る と ，

こ の大発生 は終わ り を迎 え る 。 そ し て雨季が終わ る と ，

Melastoma， 九Teþheüum， Nerium， PaTlhenocissus， Ølìがふ化 し， jl}び個体数 は 増 え 始 め る が， 雨季前 に は速
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く 及ばず， 被害 も そ れ ほ ど で は な い。

12�1 月 と い っ た 涼 し い時期 に は 個体数 は極 め て 少 な

く ， チ ャ の被害 も ほ と ん ど問題 に な ら な い。 し か し な が
ら ， 冬で も 全発育ス テ ー ジ が見 い だ さ れ る 。 こ の季節 に

は残 っ た わ ずか の 古葉や若枝の基部の小 さ い葉の上 に 生
息 し て い る 。

沖縄の マ ン ゴ ー に お け る 本種の寄生 (図-4) は， 若葉

に は少 な く ， 硬化 し た葉 の 表 に好んで寄生 し， 卵 は， 主

脈沿い に 多 く 産卵 さ れ る 。 そ の た め ， 初期 に は主脈沿い

に 白 い斑点状の食痕 を生 じ， やがて 主脈 を 中心 に 不規則

に 糸 を 張 り 巡 ら せ， そ の 中 で幼虫， 若虫， 成虫が集団 で

加害す る 。 被害部 は 退色， 白 化 し て 一見 か す り 状 を 呈
し， 時 を 経 る と 褐変 し て光沢 を 失 う 。 やがて， 被害 は葉
全面 に 及ぶ。 い ま ま での と こ ろ ， 被害 に よ る 落葉 は 見 ら

れて い な い が， 樹の生育 を 阻害す る も の と 考 え ら れ る 。

イ ン ド に お け る 観察で も ， 本種 は チ ャ の古葉の表側 を
好んで生息場所 と す る が， 加害が激甚 と な っ た り ， 干 ば
つ の と き に は薬の両面 に 生息す る よ う に な る と い う 。 こ

う い う 状況 に な る と ， 元来 あ ま り 好 ま な い若い葉に も 移

動 し て い く 。 本種 は本来 な ら ば， 膨 ら ん でい る 若葉 を好

ま な い の で あ る が， 乾燥が長 く 続 く と 若葉 は膨 ら み が減
退 す る た め ， 彼 ら の 加 害 を 受 け や す く な る と い う
(JEPPSON et al. ， 1975) 。 ま た ， 柔 ら か い 葉 を 持 っ た 植物
は， こ の ダニ に よ っ て好かれ な い よ う で， 南ア フ リ カ の
ケ ー プ州 で は ， 硬い葉 を 持 っ て い る Hakea sericea が，

ポ ピ ュ ラ ー な寄主 と な っ て い る (MEYER， 1981) 。

ち な み に ， BANERJEE ( 1980) は チ ャ に お け る 本種個体

数の樹内分布 を報告 し て い る 。 す な わ ち ， 日 陰に な っ て

い る チ ャ で は ， 個体数 は， 樹 の 上 部 が 中 央部 よ り も 多

く ， 中央部 は下部 よ り も 多 い。 日 当 た り の よ い樹 に お い

て は， 個体数 は 中央部 に最 も 多 く ， 上部で は 下部 よ り も

少 な い。 日 陰の茶樹で は， 上 ・ 中 ・ 下 ど の部分 と も ， 日

当 た り の よ い樹の 同部分 よ り 個体数が少 な い。

お わ り に

日 本 に も い る と い う 不確 か な 記述 (本文 の “ は じ め

に " を参照) があ る と は い え ， 圏 内 での確実な採集記録
の な か っ た Oligonychus coffeae ( マ ン ゴ ー ノ 、 ダニ ) が，
こ の た び那覇市の マ ン ゴ ー に 寄生 し て い る こ と が判明 し
た 。 こ の ハ ダニ は， 世界の熱帯お よ び亜熱帯 に 広 く 分布
す る 広食性の種で， 海外で知 ら れて い る お びた だ し い種
類の寄主植物の 中 に は， チ ャ ， コ ー ヒ ー， カ ン キ ツ 類，
マ ン ゴー， ア ボ カ ド ， パ ラ ゴ ム ノ キ ， ワ タ な ど多 く の有

用植物が含 ま れ る 。 特 に イ ン ド や ス リ ラ ン カ な どでは，
本種 は， チ ャ の栽培が始 ま っ た こ ろ か ら 重要害虫であ り

続 け て い る ら し い。 JEI'I'SON et al. ( 1975) は， こ のハ ダ
ニ が， あ ら ゆ る チ ャ 害虫 の 中 の ナ ンバー ・ ワ ン であ る と

言 っ て い る 。
本種の海外 に お け る 害虫 と し て の重要性 に か んがみ，

わ が国 で も 今後， 病害虫関係者 は こ の ダニ に つ い て 注意
を払 う 必要があ る と 思わ れ る 。 沖縄の チ ャ に は カ ン ザ ワ
ハ ダニ ( Tetranychus 初nzawai KISHIDA) お よ びチ ャ ノ

ヒ メ ハ ダニ (Brevipatptα obovatus DONNADlEU) が寄生す
る こ と は， 既 に わ か っ て い る (EHARA， 1966) 。 し か し 今

後， マ ン ゴ ーハ ダニ や チ ピ コ プハ ダニ も 沖縄の チ ャ か ら

見つ か る か も し れ な い。 チ ャ に 限 ら ず葉の硬 い有用植物

は， 特 に 要注意で あ ろ う 。
な お ， 本小文 の取 り ま と め に 関連 し て ご高配 を い た だ

いた 農業環境技術研究所 昆虫分類研究室長 松村 雄氏
に対 し， 感謝の意 を表す る 。
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